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■ 今回のイベント（2月に横浜で行われ

た Microsoft Developers Conference

2006）では、次期Windowsで採用される

技術が紹介されました。中でも、ユー

ザーインターフェイスや表示機能（プレゼ

ンテーション）に関する情報が多く取り上

げられています。これらの技術はこれま

でとどこが違い、ユーザーに何をもたら

すのでしょうか。

●私は1996年にマイクロソフトに入社し

て、インターネットエクスプローラ（IE）の

開発にかかわってきました。ずっと、ウェ

ブブラウザー上でデスクトップアプリ

ケーション並みのリッチでダイナミックな

環境を提供したいと考えていました。し

かし、それを従来の環境で実現するに

は、難しい問題がいろいろとありました。

2001年の後半、IE6が完成に近づいた

ころ、Avalonという新しいプロジェクト

を立ち上げました。これは、ウェブと

Windowsにおける新しいプラットフォー

ムで、Windows Presentation Founda-

tion（WPF）という正式名称になります。

統合された文書やデータの処理環境を

提供し、.NETによる開発ができます。こ

れによって、インターネット、イントラネッ

トなどで、より使い勝手のいいアプリ

ケーションを構築できます。

■ そのプラットフォームを使った場合、

ウェブサイト制作者やデザイナーにはど

のような影響がありますか。

●WPFでは、新たにXAML（ザメル：拡

張アプリケーションマークアップ言語）と

いうものを使ってウェブページを作成で

きます。この言語はHTMLのようなマー

米国マイクロソフトの開発責任者に聞いた

Windows Vistaとウェブの
プラットフォームテクノロジー
リリースが延期されてきた次期Windowsだが、正式名称がWindows Vista（ビ

スタ）と決まり、2006年中にリリースされるのはほぼ確実だといわれる。圧倒的

なシェアを持つWindowsと IEは、多くのユーザーにとって文字通りインターネ

ットへアクセスするための“窓”であるといえる。これに大きな技術的変化がもたら

されるならば、ネットビジネスを行う企業にとっても影響は少なくないだろう。

Vistaに搭載されるという「Windows Presentation Foundation」（開発コード

名Avalon）の技術は、これまで「Windowsで派手なGUIを作るためのもの」とい

う見方もされていた。しかし、Windowsだけでなく、新たなウェブアプリケーシ

ョンのプラットフォームとしての顔も持つということが少しずつ見えてきた。

この新しい技術でウェブの何が変わるのかについて、マイクロソフトの次期

Windowsプラットフォームを担当するマイケル・ウォーレント氏に伺った。
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クアップ言語で、C#やVisual Basicな

どに比べると簡単に記述できますが、

HTMLよりも高度な表現や処理が可能で

す。XAMLを使うことで、Windows上で

も、ウェブ上でも、これまでよりもリッチ

なサービスを提供できるようになります。

たとえば、HTMLではレイアウトが崩れ

てしまうようなコンテンツでも、見やすい

形で表示できます。

■XAMLで作ったウェブページというの

は、既存のブラウザーやWindows以外

でも利用できるのでしょうか。

● Windows Vistaお よ び Windows

XP、Windows Server 2003以外、たと

えばMac、Linuxといったプラットフォー

ムには、WPF/E（Everywhere）という、

WPFのサブセット環境を用意する予定

です。これは、ブラウザー用のプラグイン

などの形で提供されるランタイムです。

XAMLの完全な実行環境であるために

は、WinFXという新しいWindowsのプ

ログラミング基盤が必要ですが、ウェブ

ページ上での表現や簡単な処理など、マ

クロメディアのFlashでできるようなこと

はWPF/E上でも可能です。Firefoxでも

MacのSafariでも動きます。

■XAMLによるウェブやアプリケーショ

ンは、何を使って開発するのでしょうか。

●マイクロソフトは、ウェブ開発者、デザ

イナー向けに新たなツールを提供しま

XAMLアプリケーションの環境であるWPF/E

は、Windowsだけでなく、MacやUNIX、ケー

タイなども視野に入っている。IEを超えた、さ

らなるプラットフォームの制覇を目指すことに

ある（図はMicrosoft Developers Confer-

ence 2006でのもの）。

マイケル・ウォーレント（Michael Wallent）

マイクロソフトコーポレーション

Windowsクライアントプラットフォーム&ドキュ

メントチーム ゼネラルマネージャ

■Windows Vistaのコアユーザーインターフェ

イス、メディア&ドキュメントプラットフォーム技

術を担当する部門の統括責任者。IE4～6の開発

に携わり、現在はWindows Presentation

Foundationチームを率いる。

す。Expressionファミリーというもので、

グラフィックデザイナー、ウェブ制作者、

開発者に向けた3種類のツールがありま

す。さらに高度な開発には、Visual Stu-

dioも使えます。

デザイナーと開発者が共同作業する

ケースも考慮しており、ビジュアル要素と

ロジック部分の切り分けも、Flashなどよ

りもしやすくなっています。

■ XAMLで作ったアプリケーションを

ウェブサーバーで公開する場合、使用す

るサーバーのプラットフォームに条件は

ありますか。

● 通常のウェブサーバーでかまいませ

ん。（Windows Serverの）IISはもちろ

ん、Apacheでも何でもかまいません。

XAMLで作ったデータをアップするだけ

です。ブラウザー側にWPF/Eの環境が

あれば動きます。

■ ウェブブラウザーでリッチなUIを提

供するという点では、現在Ajaxがブーム

になっていて、マイクロソフトでもAtras

というフレームワークを開発中ですね。

WPFとの棲み分けやターゲットの違いな

どはあるのでしょうか。

● グッド、ベター、ベストという風にソ

リューションを分けて考えています。

Ajaxは、HTMLやDHTMLなどの標準

技術を使っており、高い互換性を持って

いますが、同時にHTMLの限界というも

のもあります。XAMLとWPF/Eを使っ

て作るなら、それと同等のことを簡単に

実現できますし、よりリッチなものも可能

です。さらに、ActiveXやWindowsアプ

リケーションであれば、さらに高度なこと

ができます。それぞれの技術の間に明確

な線引きがされているわけではありませ

んが、何を重視するか考えて、それぞれ

のソリューションに適したものを選択し

ていけばよいと考えています。

■ Windows Liveでは、Gadgetと呼ば

れる小さなアプリケーションをパーツの

ように組み込むことができます。この

Gadgetは、Windows Vistaにも搭載さ

れますが、WPFの技術とは関係がある

のでしょうか。

●今のGadgetには、DTHMLが使われ

ています。将来的には、Windows Live

にWPFの技術を取り入れていくことも考

えられるでしょう。ただし、まずは製品

を出荷しなければいけませんね（笑）。

■ありがとうございました。
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